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僕
に
は
愛
が
な
い 
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は
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持
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（村野四郎「體操」『體操詩集』） 
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僕には愛がない／僕は権力を持たぬ／白い襯衣の中の個だ 

 

        

                               

        祝祭と崩壊 ― 紀元 2600 年の作用と反作用 

                                

■祝祭 

紀元 2600 年（1940年 / 昭和 15年）       

神武天皇の即位から 2600 年を迎えるという位置づけで、国による祝祭式典をはじめ、関連行事が全国各地

で挙行された。1931 年（昭和 6 年）の満州事変に端を発し、1937 年（昭和 12 年）には日中戦争を開始した日

本の足取りは、1941 年（昭和 16 年）の日米開戦へと向かう。満州事変から 1945 年（昭和 20 年）の太平洋戦

争敗戦にいたる 15 年間において、1940 年（昭和 15 年）は、国威発揚の極点を形成した。 

幻のオリンピック 

 第 12 回オリンピック東京大会が招致されていたものの、日中戦争を開始した日本に国外からは非難が集中、

国内では軍部からの反対烈しく、ついに返上の憂き目を見た。前回の 1936 年（昭和 11 年）開催ベルリンオリ

ンピックが、ナチスドイツによる国威高揚を前面にした影響を受け、同様の路線で進みつつあったのが、東京

大会であった。 

■崩壊 

 当時 20 歳前後の若き詩人たちの作品には、何ものかへの怯えの予感や警鐘、自己の内景としての「室内」

の創出とその崩壊、満身創痍での疾駆のさまや不眠の描出が見られる。 

 

 

 

 

 

 

■『體操詩集』 

 上記若き詩人たちより 20 歳年長の村野四郎は、ベルリンオリンピックの画像と詩篇とを組み合わせ、1939

年（昭和 14 年）に出版した『體操詩集』において、「在来の憂悶詩に対抗」する世界をあらわした。自我を超

克する即物的表現は、「祝祭」と「崩壊」の作用と反作用とは別次元の様相を呈している。 
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